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はじめに 

気比の松原は、福井森林管理署が管轄する国有林で、日本三大松原の一つとして、名勝、

若狭湾国定公園、レクリエーションの森等に指定されています。地域においては住民の生

活環境等の保全のみならず、文化遺産、観光資源、森林散策の場等としても重要な位置づ

けとなっています。 

しかしながら、近年、松くい虫被害や林地の高密度化等によりマツが衰退しつつあり、

防災林機能及び景観の低下が危惧されています。 

そこで、気比の松原が担う公益的機能の発揮や、景観形成の視点も踏まえて後世に引き

継ぐべき貴重な財産として、松原の適正な保全管理に資することを目的とし、気比の松原

保全対策方針を作成することとしました。 

この報告書は、「気比の松原 100 年構想」として、これまでの松原と今の松原の様子を

調査分析するとともに、今後の松原の姿の“ビジョン”とビジョン達成のための具体的な

方法をとりまとめました。今後も地元市民にとって、また国の財産として、気比の松原が

私たちの誇れる松原に維持されることを願っています。 
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